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４
月
６
日
（
水
）、
石
崎
小
学
校
、
広
浦

小
学
校
、
長
岡
第
二
小
学
校
が
統
合
し
、

旧
長
岡
第
二
小
学
校
が
あ
っ
た
場
所
に
新

設
さ
れ
た
、
茨
城
町
立
葵
小
学
校
の
開
校

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
児
童
や
沢
山
の
来
賓
が
見

守
る
中
、
小
林
町
長
か
ら
石
毛
校
長
へ
校

旗
が
授
与
さ
れ
、
最
後
に
児
童
た
ち
が
大

き
な
声
で
新
し
い
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　「
葵
」
に
は
、
３
校
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
３
校
の
子
ど
も
た
ち

と
三
つ
の
地
域
が
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
と
、
自
ら
を
成
長
さ
せ

る
た
め
の
根
気
強
さ
を
持
ち
、
そ
の
成
長

は
周
囲
に
い
る
人
に
豊
か
な
実
り
を
与
え

る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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マシコ　タツロウさんへ お礼の花束 はじめてのスクールバス
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主な施策事業を紹介

平成28年５月１日 広報いばらき ４

平成28年度
当初予算が
決まりました。

平成28年度

当初予算
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介護予防教室参加者募集のお知らせ
　65歳以上の方を対象に、次の各種教室を実施します。ご参加いただける方は、下記までお申し込みください。

　申込期間：平成28年５月９日（月）～平成28年５月27日（金）
※先着順ではありません。地域包括支援センター職員がお話を伺い、教室参加を決定します。
※健康増進課へ申し込まれた方の個人情報は、地域包括支援センターへ提供させていただきます。
介護予防教室以外の目的では使用しません。

 元気あっぷ教室 
◆実　施　期　間 平成28年６月から平成29年３月まで（６か月間）
 ※会場により教室開始日が異なります。
◆会場・時間 火曜　桜の郷　祐寿苑　　　　　　　　　午後１時～３時　
 水曜　総合福祉センター　ゆうゆう館　　午後２時～４時
 木曜　レイクヒルひぬま　　　　　　　　午前１０時～１２時　
 　　　総合福祉センター　ゆうゆう館　　午前９時３０分～１１時３０分、午後１時～３時　
 金曜　総合福祉センター　ゆうゆう館　　午後２時～４時　
◆送　　　迎 あり
◆内　　　容 　理学療法士、健康運動指導士、作業療法士、管理栄養士、歯科衛生士、看護師等専門職
 の指導による運動機能向上を主とした教室です。
◆定　　　員 　会場により異なります。
 総合福祉センター　ゆうゆう館　各20名
 桜の郷　祐寿苑　１０名　　　レイクヒルひぬま　15名

 脳の健康教室 
◆実　施　期　間 平成28年６月から平成28年12月までの毎週木曜　全24回
◆会場・時間 総合福祉センター　ゆうゆう館　午前１０時～１１時
 総合福祉センター　ゆうゆう館　午前１０時30分～１１時30分
◆送　　　迎 あり
◆内　　　容 　学習サポーターの方と会話を楽しみながら、脳の活性化に良いと言われている簡単な
 読み・書き計算、１から１００まで数字を並べるすうじ盤を行います。
◆定　　　員 32名

 脳若トレーニング 
◆実　施　期　間 平成28年７月から平成28年12月までの毎週火曜　全24回
◆会場・時間 総合福祉センター　ゆうゆう館　午前10時～11時30分
◆送　　　迎 なし
◆内　　　容 タブレット型端末i-padを使用し、ゲーム等をしながら楽しく認知症予防をします。
◆定　　　員 20名

【申込み・問合せ先】　健康増進課　☎ 029－240－7134（直通）

　皆さまの身近な相談相手として、行政サービスに関する苦情や意見、また、行政の仕組みや手続に関す
る相談などを受け付け、その解決の促進を図り、行政運営の改善を図るため「行政相談」を行っています。
　役所の仕事で分からないことや困りごとがあるときは、気軽にご相談ください。
　相談は無料・秘密厳守です。事前申し込みは不要ですので、お気軽にご利用ください。

　　　　　日　　時　　　５月30日(月)　午後１時～４時
　　　　　場　　所　　　茨城町役場　２階　第３会議室
　　　　　相談委員　　　石　井　敏　幸　　☎029－292－0263（代）
　　　　　　　　　　　　海老澤　栄　子　　

【問合せ先】　町民協働課　　☎029－291－8802（直通）

困ったら　一人で悩まず行政相談

平成28年５月１日 広報いばらき ６

町子育て支援センターでは、子育て親子に寄り添いながら親子でふれあい、

子どもとの絆づくりを大切にした活動を行っています。

★遊戯室『まんまるーむ』開放★：日曜日、祝日、年末、年始を除き午前9時から午後5時まで

－　詳細はお問合せください。－
【問合せ先】　こども課　子育て支援センター　　☎ ０２９－２９１－０９８０（直通）

『茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内』

★　砂場開放　★
＊戸外の気持ちよさを感じなが
ら、砂場で遊びましょう。

・日 時　22日（水）
　　　　 午前１０時３０分から１１時３０分
【場所：ゆうゆう館　中庭　砂場】

★　『ミニ・セミナー』　★
＊親子でふれあって遊んだり歌をうたったり、

　楽しい時間を過ごしましょう。
・実施時間　毎日午前11時～10分程度

【場所：遊戯室「まんまるーむ」】
－ 状況により実施しない日もあります －

「子育てボランティアと遊ぼう」

－ 活 動 予 定 －

　　『わんぱくガーデン』　定員１５組程度
　　　　　　　　～夏咲きのお花を親子で育てましょう～

日　時　10日（金）【雨天時：１３日（月）】　　場　所　ゆうゆう館　中庭　花壇
内　容　プランター・花壇つくり　　　　　持ち物　タオル、帽子、着替え、水分補給のための飲み物
　　　　＊汚れてもよい服装で参加してください。
　　　　＊予約ではありません。当日、子育て支援センターの受付までお越しください。

★　子育て相談日　★　－予約制ではありません－　
・日時　８日（水）　午前９時３０分から１１時３０分
・内容　保健師、管理栄養士による相談、身体計測

【場所：保健センター　健診室】

★　読み聞かせ　★
＊子育てボランティアによる読み聞かせを予定しています。
・日時　１日（水）１５日（水）午前１１時から１１時１５分

【場所：遊戯室「まんまるーむ」】

《子育てセミナー》町内の未就学児とその保護者対象　実施時間：午前10時30分～11時30分

～ 遊 び に お い で よ～　遊　び　に　お　い　で　よ　～～ 遊 び に お い で よ～　遊　び　に　お　い　で　よ　～～～　遊　び　に　お　い　で　よ　～

茨城町いきいき健康まつり　　
『みんなでピョン』　　

～ホップ・ステップ・ジャンプ～　　
日　時：６月５日（日）　　　時間：午前10時30分～
内　容：親子で一緒に体を動かして遊びましょう概
　　　　（親子体操、ふれあい遊び、手作りアスレチック　などを予定しています）
場　所：ゆうゆう館前（イベント広場）　＊雨天時は遊戯室『まんまるーむ』

－ひぬま高校生会のお兄さん、お姉さんやひぬ丸くんが遊びに来る予定です－
☆申し込みは不要です。ぜひ、ご参加ください。☆

戸外で元気に
　遊ぼうよ概
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健康増進課（保健センター）５月の予定
日 曜日
10

11

15
20
24

27

火

水

日
金
火

金

１歳６か月児健診
健康相談
育児相談
パパママ教室
乳児健診
３歳児健診
ごっくん教室
（離乳食教室）

13:00～13:30
  9:00～11:30
10:00～10:15
10:15～10:30
13:00～13:30
13:00～13:30

  9:45～10:00

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
に
つ
い
て

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
胃
腸
炎
は
、
例
年
３
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
流
行
し
ま
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力

が
強
く
、
生
後
６
か
月
か
ら
２
歳
を
ピ
ー
ク

に
し
て
、
５
歳
ま
で
に
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
子

ど
も
が
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
症

状
と
し
て
は
、
水
の
よ
う
な
下
痢
や
嘔
吐
を

繰
り
返
し
起
こ
し
ま
す
。
乳
幼
児
は
、
初
め

て
感
染
し
た
時
に
症
状
が
強
く
出
て
、
脱
水

症
状
が
ひ
ど
く
な
る
と
入
院
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
か
？

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
が
口
か
ら
入
る
こ
と
で
感

染
し
ま
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎

に
か
か
っ
て
い
る
方
の
便
に
大
量
に
含
ま
れ

て
お
り
、
便
や
便
の
つ
い
た
オ
ム
ツ
を
処
理

し
た
後
、
十
分
に
手
洗
い
が
で
き
て
い
な
い

と
手
や
爪
を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。

予
防
法
に
つ
い
て

・
石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗
い

　

石
け
ん
を
使
い
、
30
秒
以
上
か
け
て
洗

う
よ
う
に
す
る
と
効
果
的
で
す
。

・
オ
ム
ツ
の
適
切
な
処
理

　

使
い
終
わ
っ
た
オ
ム
ツ
は
ポ
リ
袋
な
ど

に
入
れ
て
か
ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

便
や
吐
物
で
衣
類
が
汚
れ
て
い
る
時
に
は

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
家
庭
用
塩
素

漂
白
剤
）
で
つ
け
置
き
消
毒
を
し
て
、
他

の
衣
類
と
分
け
て
洗
濯
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
感
染
、
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
の
予
防
接
種

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ

り
ま
す
。
任
意
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
、
茨
城
町
で
は
平
成
28
年
４
月
か
ら
接

種
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
者
の
負
担
軽
減
と
介
護
者
を
温
か
く
見
守
り
支
え
る
「
や
さ
し
い

社
会
」
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
介
護
マ
ー
ク
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

免
許
証
ま
た
は
保
険
証
な
ど
、
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
簡
単
な
申
請
で
そ
の
場
で
配
布
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
こ
ん
な
時
に
介
護
マ
ー
ク
〉

　

・
介
護
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
さ
り
げ
な
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
時

　

・
駅
や
お
店
な
ど
の
ト
イ
レ
で
付
き
添
い
す
る
時

　

・
男
性
介
護
者
が
女
性
用
下
着
を
購
入
す
る
時
な
ど

◇
配
布
対
象
者　

認
知
症
・
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
を
介
護
す
る
方

◇
配
布
場
所　

長
寿
福
祉
課
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

【
問
合
せ
先
】
長
寿
福
祉
課　

☎
０
２
９

－

２
９
１

－

８
４
０
７
（
直
通
）

健康増進課
（保健センター）
　札
240-7134

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

事　業　名 受付時間

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
一
部
助
成
に

つ
い
て

○
対
象　

生
後
６
〜
32
週
（
ワ
ク
チ
ン

　

の
種
類
に
よ
っ
て
24
週
ま
で
）
の
間

　

の
乳
児

○
助
成
回
数　

１
回
５
，
０
０
０
円
を

　

２
回
ま
で

※

接
種
す
る
際
に
は
町
が
発
行
す
る
予

　

診
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

茨
城
町
の
女
性
消
防
団
員
は
、
平
成
13
年
５
月
に
茨
城

県
内
で
は
２
番
目
に
発
足
し
、
15
名
の
団
員
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

写
真
は
、
平
成
15
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
防
火
指
導
訪
問
で
す
。
女
性
な
ら

で
は
の
柔
和
な
対
応
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と

と
も
に
火
災
予
防
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性

全
団
員
が
応
急
手
当
普
及
員
講
習
修
了
者
で
あ
り
、
普
及

員
と
し
て
活
動
範
囲
を
広
げ
、
各
種
講
習
会
や
催
事
等
へ

参
加
す
る
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
更
に
「
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
、

安
心
で
安
全
な
町
の
構
築
を
目
指
し
て
の
活
動
に
期
待
し

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
消
防
本
部　

☎
０
２
９

－

２
９
２

－

１
５
１
５

� 平成28年５月１日 広報いばらき�������	� ������ �

《
短
歌
》

《
俳
句
》

え
て―

に
親
心
が
尚
更
に
滲
ん
で
い
て
懐
旧
の
念
し
き

り
。

（
評
）
田
口
（
す
）
さ
ん―

一
読
、
南
川
又
の
小
高
い

丘
陵
が
見
え
る
よ
う
。
畑
仕
事
も
楽
し
く
な
る
季
節

が
到
来
か
。ま
さ
に
春
。田
口（
正
）さ
ん―
こ
ち
ら
は
、

う
ら
ら
か
な
春
の
荒
れ
畑
に
、
猫
が
う
と
う
と
し
て
い

る
と
い
う
。
中
島
さ
ん―

「
啓
蟄
」
と
は
、
冬
ご
も

り
の
虫
が
は
い
出
る
意
。
そ
ん
な
時
節
に
水
道
管
の

工
事
を
し
て
い
る
と
見
取
っ
た
の
は
、
適
切
な
と
ら
え

方
で
あ
ろ
う
。
岡
山
さ
ん
、
清
水
さ
ん
、
山
﨑
さ
ん

―

い
ず
れ
も
春
満
開
。
上
田
さ
ん―

「
山
笑
う
」
は

春
の
季
語
。
ひ
と
を
笑
う
こ
と
と
は
異
な
る
。
山
国

の
情
景
を
完
璧
に
把
握
し
た
作
品
。
満
点
。

（
評
）
岡
山
さ
ん―

農
を
継
ぐ
、
家
を
継
ぐ―

篤
農

家
の
跡
継
ぎ
と
し
て
の
自
覚
が
頼
も
し
く
表
現
さ
れ
て

い
る
。
若
き
日
の
思
い
今
も
と
自
分
を
励
ま
し
続
け

る
作
者
の
心
根
が
読
者
に
ど
う
響
く
だ
ろ
う
か
。
清

水
さ
ん―

学
業
に
専
念
さ
れ
た
子
息
一
家
は
、
都
会
で

も〝
名
う
て
〞の
成
功
者
で
あ
り
、
世
の
為
の
貢
献
は

様
々
。
鶴
町
さ
ん―

今
は
都
会
に
嫁
い
で
い
る
娘
に
春

の
香
り
を
届
け
る
母
親
の
姿
が
浮
か
び
、
黄
粉
を
添

○
う
ぐ
い
す
の
声
響
き
く
る
畑
仕
事

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

煙
荒
れ
畑
に
猫
ま
ど
ろ
む
や
春
う
ら
ら

田
口　

正
子（
南
川
又
）

煙
啓
蟄
や
水
道
管
の
工
事
中

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

い
っ
せ
い
に
す
も
も
芽
吹
き
て
風
清
し

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

廃
校
の
庭
百
年
の
福
寿
草

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

藪
の
中
う
ぐ
い
す
突
如
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

蕗
の
薹
持
ち
帰
る
子
や
空
高
し

山
﨑　

文
一（
大　

戸
）

　

ふ
る
さ
と
に
コ
ン
ビ
ニ
建
ち
て
山
笑
う

上
田　
　

昭（
長　

岡
）

　

野
は
春
よ
土
も
新
し
土
竜
塚

尾
田
和
一（
小　

幡
）

　

大
仏
も
寺
の
御
堂
も
煤
払
い

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

○
農
を
継
ぐ
石
崎
台
地
の
家
を
継
ぐ
若

き
日
の
思
い
今
も
抱
い
て

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

煙
後
継
ぎ
は
東
京
勤
務
農
業
見
た
事
も

な
く
出
来
る
当
て
な
し

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

煙
ふ
る
さ
と
の
春
の
香
り
の
草
餅
を

黄
粉
を
添
え
て
娘
に
送
り
や
る

鶴
町
あ
い
子（
常　

井
）

　

足
早
に
白
き
マ
ス
ク
の
群
れ
の
過
ぐ

今
年
の
花
粉
多
す
ぎ
な
い
か

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

年
度
末
幼
稚
園
児
の
発
表
会
舞
台
の

上
の
わ
が
孫
さ
が
す

河
野　

久
子（
昭　

和
）

　

オ
オ
ワ
シ
は
我
が
住
む
町
に
幸
せ
を

撒
き
散
ら
し
つ
つ
大
空
を
舞
う

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

雨
が
降
り
風
に
揺
ら
れ
て
窓
に
付
く

梅
の
花
び
ら
小
さ
な
ア
ー
ト

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

時
き
ざ
む
父
の
名
残
す
町
の
碑
に
誠

実
寛
容
お
も
か
げ
思
ふ

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

ね
こ
や
な
ぎ
思
い
出
遠
き
赴
任
地
の

鹿
島
の
官
舎
の
庭
に
在
り
に
き

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　
「
遅
い
ぞ
」と
夫
の
呼
ん
で
る
気
配
し

て
花
と
香
も
ち
春
彼
岸
参
り

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所
氏
名

明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２ 

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

　

昔
か
ら
の
仲
間
と
話
し
て
い
る
と
、「
昔

は
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
」
と
い
う
会
話
に
な
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
「
昔
」
を
思
い
だ
し
ま
す

か
？

　

私
の
場
合
は
高
校
時
代
、
柔
道
部
の
部
活

動
で
す
。
当
時
は
毎
日
き
つ
い
練
習
で
大
変

で
し
た
が
、
今
で
は
よ
い
思
い
出
で
す
。

　

さ
て
、
そ
れ
か
ら
○
十
年
。
す
で
に
中
年

と
呼
ば
れ
る
年
齢
に
突
入
し
、
体
力
の
衰
え

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
当
時
の

柔
道
部
の
仲
間
と
盛
り
上
が
り
、
「
茨
城
町

体
育
協
会
柔
道
部
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
が
一
昨
年
の
こ
と
で
す
。

　

当
初
は
７
名
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
徐
々
に

増
え
、
町
消
防
本
部
の
職
員
も
巻
き
込
み
、

現
在
で
は
10
名
程
度
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
活
動
内
容
も
、
中
学
校
の
先
生
の
御

好
意
も
あ
り
、
毎
月
２
回
、
青
葉
中
学
校
の

柔
道
場
に
お
邪
魔
し
て
、
中
学
生
の
柔
道
部

と
合
同
練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

柔
道
は
日
本
の
お
家
芸
と
言
わ
れ
て
お

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
数
々
の
メ
ダ
リ
ス

ト
が
誕
生
し
て
き
ま
し
た
が
、
普
段
の
生
活

の
中
で
柔
道
に
接
す
る
機
会
は
な
か
な
か
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
柔
道
に
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
柔
道
を

や
っ
て
み
た
い
、
興
味
が
あ
る
、
と
い
う
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
私
（
石
井
☎

０
９
０

－

８
３
３
２

－

７
８
９
８
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
柔
道
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

　

レ
ポ
ー
タ
ー　

石
井　

勝
明

押
忍
！　

我
ら
中
年
柔
道
部

まちかど
レポート
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　地域の安全・安心のため、日夜活動している
消防団。この日第三分団第四部（下雨ヶ谷）に
新しい消防車（消防小型動力ポンプ付積載車）
が交付されました。
　同部部長の小沼隆弘さんは、「消防団の使命
達成に万全を期します」と誓いを新たにしまし
た。

3/13
（日）

地域の安全に一助
下雨ヶ谷消防団に新車両交付

　子育て中の親子にエールを送ろうと、未就学
児とその保護者を対象にした「わいわい発表
会」がゆうゆう館にて開催されました。
　発表会では、「皆さんは一人じゃない。沢山
の人が応援しているよ」と様々な団体が歌や劇
で訪れた親子を楽しませました。

3/11
（金）

3/10
（木） 各中学校卒業式 3/18

（金） 各小学校卒業式

3/24
（木） 長岡第二小学校閉校式

閉校式

子育て親子の応援団
わいわい発表会

　３月は別れの季節です。３月10日に町内各中学校で、３
月18日に町内各小学校で卒業式が行われました。
　石崎小学校の卒業式では、卒業生一人ひとりが受け取った
卒業証書を掲げ、「世界で活躍できるサッカー選手になりま
す」「子どもに夢を与えられる野球選手になります」と将来
の夢を宣言しました。
　３月24日の長岡第二小学校での閉校式では、昭和58年か
ら続く約30年の歴史に幕を閉じました。式典終了後には、
参加者全員で風船を空に放ち、母校への別れを告げました。

4/1
（金）

茨城町副町長
酒井和二氏　就任

　前副町長の柴義則氏が退任され
たことに伴い、茨城県から酒井和
二氏（48歳）が派遣され、４月
１日付で副町長に就任しました。
　酒井副町長は就任の挨拶で、「住
民が健康で生きがいを持って暮ら
せるまちを理想に、涸沼のラムサ
ール条約という契機も生かし、地
方創生に向け全力を尽くして参り
ます」と意気込みを語りました。
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　涸沼自然公園を中心に、涸沼周辺クリーン作
戦（茨城町ネットワーカー等連絡協議会主催）
が行われました。
　涸沼をきれいにしようと集まった277名の参
加者は、ペットボトルや缶、タイヤなど２トン
ダンプ２台分のゴミを収集しました。

3/6
（日）

みんなの力で涸沼をキレイに！
涸沼流域クリーン作戦

　様々な文化活動を行っている諸団体が一堂に
会し、日頃の成果を発表する「フレンドほっと
フェア」が町中央公民館大ホールで開催されま
した。写真は見事な演奏を聞かせてくれた本格
的なビッグバンド「ブルースターズ」です。

2/27
（土）

2/28
（日）

文化活動の祭典
フレンドほっとフェア開催

　台湾の国立新竹高級工業職業学校（姚清輝校長）の生徒40名が茨城町を訪れ、「ひろうら田舎暮らし
体験推進協議会」による受入れのもと、農家民泊を体験しました。
　７日に広浦小学校で行われた歓迎セレモニーでは、農家民泊の受入れ家庭とともに、つきたてのお餅
やけんちん汁、肉じゃがなど田舎料理を堪能。また、伝統芸能の「あんばばやし」を地元の方と一緒に
踊るなど、交流を深めました。翌８日は涸沼湖上で刺し網漁を体験するなど、１泊２日の田舎暮らしを
満喫しました。生徒の一人に茨城町の印象を尋ねたところ、「道路が綺麗で清潔。それに皆さん親切で
すね。」と答えてくれました。

3/7
（月）

3/8
（火） 台湾の高校生、田舎暮らしを満喫

地元小学生から踊りを学ぶ生徒たち 涸沼で漁業体験
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大橋行政書士事務所
相談無料

遺言、遺産分割協議書
その他、申請許可業務など実績多数
お気軽にご相談ください！

残される者のためにできること、はじめませんか。

029－292－8098
茨城町谷田部 1020 番地 1
http://office-oohashi.com/
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「広報いばらき」に
広告を掲載しませんか？
詳しくは、 町長公室 秘書広聴課までご連絡
ください。

☎029-240-7126（直通）
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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
平
成
　
年
に
発
表
し
た「
日
本
の
将

24

来
推
計
人
口
」
に
よ
る
と
、
日
本
の
総

人
口
は
、
平
成
　
年
に
は
8
，
6
7
4

72

万
人
ま
で
減
少
す
る
と
推
測
さ
れ
て

お
り
、
本
町
で
も
、
2
0
，
8
0
2
人

ま
で
人
口
減
少
が
進
む
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国

で
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

人
口
の
減
少
歯
止
め
、
東
京
圏
へ
の

過
度
の
人
口
集
中
の
是
正
を
目
的
と

す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
で
は
、

国
民
一
人
一
人
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、

潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し

て
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を

形
成
す
る
こ
と
、
地
域
社
会
を
担
う

個
性
豊
か
で
多
様
な
人
材
の
確
保
及

び
地
域
に
お
け
る
魅
力
あ
る
多
様
な

就
業
の
機
会
を
創
出
し
て
い
く
こ
と

を
定
め
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
第
　
条
に
基
づ
き
、
茨
城
町

１０

に
お
け
る
人
口
の
現
状
を
分
析
し
、

今
後
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人

口
の
将
来
展
望
を
示
す
茨
城
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
を
維
持
す

る
た
め
の
効
果
的
な
地
方
創
生
の
施

策
を
実
行
す
る
た
め
に
、
茨
城
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
本
町
は
、
県
都
水
戸
市
に
隣
接
し
、

茨
城
空
港
に
ア
ク
セ
ス
す
る
東
関
東

自
動
車
道
水
戸
線
や
北
関
東
自
動
車

道
等
の
広
域
連
絡
機
能
が
確
保
さ
れ
、

さ
ら
に
茨
城
空
港
や
重
要
港
湾
で
あ

る
茨
城
港
と
も
隣
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
陸
・
海
・
空
の
広
域
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
県
内
外
や
、

国
内
外
と
の
連
絡
機
能
が
強
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
町
で
は
、
交

通
・
交
流
の
利
便
性
が
強
化
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
緩
や
か
で

は
あ
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
町
に

お
い
て
は
、
現
状
の
人
口
増
加
に
寄

与
す
る
「
桜
の
郷
整
備
計
画
」
の
的
確

な
進
行
、
茨
城
工
業
団
地
、
茨
城
中
央

工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
及
び
雇
用

促
進
、
さ
ら
に
は
町
民
の
結
婚
や
出

産
、
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
こ

と
に
よ
り
、
人
口
減
少
を
可
能
な
限

り
抑
制
し
、
平
成
　
年
２
６
，
5
7
6

72

人
を
将
来
展
望
と
し
て
設
定
し
ま
し

た
。

茨
城
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

H27年　33,683人
茨城町の人口推計茨城町の人口推計茨城町の人口推計茨城町の人口推計茨城町の人口推計

H42年　29,989人

H72年　20,802人

平成72年に
26,500人程度の
人口確保を目指します。

45年間で
－12,881人！
45年間で

－12,881人！
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橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

・しごと創生総合戦略を策定しました・しごと創生総合戦略を策定しました
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認 知 症 対 応 型 介 護 保 険 施 設

豊かな緑に包まれた環境で、
安心と安らぎのある介護
サービスを提供いたします

自然豊かな涸沼の湖畔で、
ふれあいがあり、温もりが
ある介護サービスを提供い
たします

グループホーム
茨城町中石崎 159-1  ☎029-240-8117 （担当 小柴） 茨城町中石崎 1055 ☎ 029-240-8321 （担当 久保田）

ひ ぬ ま グループホーム ひぬまの杜

入
居
者
募
集

随
時
見
学
可
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芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
印 印

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
各
委
員
の
推
薦

受
付
及
び
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
農
業
委
員
と
し
て
　
名
の
委
員
が

15

就
任
し
、
平
成
　
年
４
月
５
日
開
催
の
農
業
委
員
会
会
議
に
て
会
長

28

に
箭
原
和
敏
委
員
、
職
務
代
理
に
田
家
久
司
委
員
が
選
出
さ
れ
新
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
　
名
決
定
し
、
農

10

業
委
員
と
共
に
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
地
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
ま
ず
各
地
区
担
当
の
農
業
委
員
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会がががががががががががががががががががががががががががががが新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制ににににににににににににににににににににににににににににににななななななななななななななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししし農業委員会が新体制になりましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた農業委員会が新体制になりまし農業委員会が新体制になりましたた

農業委員担当地区
担　　当　　区氏　　名

長岡、長岡第二、植農、谷田部、小鶴、三島、前田第一、前田第二、前田第三、前田東杉　浦　一　雄

矢頭東、矢頭西、矢頭北、矢頭中丸原、下郷、上郷、大畑、馬渡、近藤、常井、大山原、瑞穂藤　岡　正　一

木部東部、木部西部、木部南部、南川又田　口　捷　郎

下土師新地、下土師宿、下土師仲塚、赤坂、奥谷、越安、蕎麦原小野瀬　敏　雄

飯沼、上飯沼、上飯沼南部、下飯沼、駒渡、千勝、野曽、野曽後谷、南栗崎箭　原　和　敏

秋葉、南島田、神谷田　家　久　司

増山、鳥羽田、鳥羽田大山小　橋　長　能

坂東、生井沢憲生、生井沢協栄、下雨ヶ谷、上雨ヶ谷和　家　孝　之

下座、小幡、五里峰、古宿、千貫桜平　本　英　一

小堤、駒場、神宿芝　沼　光　雄

本郷、海老沢、宮ヶ崎、網掛、昭和清　水　利　雄

城之内、宮ヶ崎第四、宮ヶ崎第五、宮ヶ崎第六、宮ヶ崎日進大　塚　春　光

船渡、東永寺、飯塚、中山、新興冨　山　竹　次

前原、金沢、中石崎、若宮菊　地　茂　光

枡原、宮前、遠西、長洲、台、前谷、後谷大　場　八千代

▲小林町長（前列中央左）と箭原会長（前列中央右）並びに新農業委員

【問合せ先】農業委員会事務局　☎029－240－7117（直通）
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常
陽
銀
行
長
岡
支
店
か
ら
、
町
内
の
小
学
校

新
１
年
生
を
対
象
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
２
５
０
個
、

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
環
境
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
保
険
医
協
会
で
は
、
医
療
保
険
制
度

改
善
や
、
地
域
の
医
療
・
福
祉
の
向
上
を
目
指

す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
講
演
で
は
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
歯
科
の
関
わ
り
等
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
を
し
ま
す
。

▼
日
時
　
５
月
　
日
（
日
）

22

　
午
後
２
時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

15

３０

　（
開
場
：
午
後
１
時
　
分
）

３０

▼
場
所

つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　【
問
合
せ
先
】
茨
城
県
保
険
医
協
会

☎
０
２
９
（
８
２
３
）
７
９
３
０

　
水
戸
駅
ビ
ル
に
て
「
が
ん
」
に
関
す
る
無
料

の
市
民
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
　
５
月
　
日
（
日
）

２２

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

▼
場
所
　
水
戸
駅
ビ
ルexcel

本
館
 ６
階

【
問
合
せ
先
】ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
市
民
公
開
講

座
事
務
局

☎
０
６
―
６
６
４
５
―
８
１
０
４

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

１4

常
陽
銀
行
よ
り

小
学
校
新
入
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
寄
贈

小
美
玉
市
ス
カ
イ
ス
リ
ー
フ
ェ
ス
タ

　
茨
城
空
港
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト「
ス
カ
イ

ス
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
特
産
品
販
売
な

ど
小
美
玉
の
魅
力
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も

同
時
に
開
催
予
定
で
す
。

▼
日
時
　
５
月
　
日（
土
）～
　
日（
日
）

28

29

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

10

▼
場
所
　
茨
城
空
港

【
問
合
せ
先
】
小
美
玉
市
茨
城
空
港
利

用
促
進
協
議
会
事
務
局

☎
０
２
９
（
９
４
８
）
１
１
１
１

嬉

幾

岐

忌

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

「
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
　
活
動

資
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
５
月
８
日
の
世

界
赤
十
字
デ
ー
に
合
わ
せ
、
毎
年
５
月

を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
当
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ま
に
、

赤
十
字
の
理
念
や
活
動
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
、
活
動
資
金
と
し
て
ご
支
援
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
活
動
資
金（
ご
寄

付
）
を
財
源
に
、
東
日
本
大
震
災
や
昨

年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
お
い

て
、
医
療
救
護
活
動
、
救
援
物
資
配
布

な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
日

常
的
に
は
、
救
急
法
な
ど
の
普
及
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
や
青
少
年
の
育
成

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
赤
十
字
活
動
を
継
続
し

て
行
う
た
め
、
活
動
資
金
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
社
会
福
祉
課

　
☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
１
２

５月の納税
〇軽自動車税

・税金は納期内に納めましょう。
・税収は、町の運営に欠かすことのできない貴重な財源です。
・口座振替を申し込まれている方は、前日までに残高
の確認をお願いします。

納期限は５月31日です

市
民
講
座

「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
 睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」

水
戸
地
方
が
ん
市
民
セ
ミ
ナ
ー

と
な
り
の
ま
ち
か
ら
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【問合せ先】企画政策課　☎029－215－8003（直通）

【基本目標及び政策の展開】

　基本目標１『結婚・出産・子育ての希望をかなえる』
幻 弦験験験験験験験験験験験

●　出産・子ども・子育て支援の充実　
●　安全・安心な子育て環境の構築　
●　子育て世代の転入及び定住促進

結婚・出産・子育て支援

　基本目標２『茨城町での雇用を創出する』
幻 弦験験験験験験験験験験験

●　就農希望者及び起業希望者への支援の充実就農希望者及び起業希望者への支援
●　Uターン希望者への支援の充実　　
●　工業団地立地企業への町民優先採用施策の充実地方への人材還流及び雇用対策の充実

　基本目標３『茨城町への新しいひとの流れをつくる』
幻 弦験験験験験験験験験験験

●　茨城町の各種情報の発信　　
●　東京圏等での移住相談会の実施地方移住の推進

●　転入者誘致促進施策の充実他市町村からの定住促進
●　ＤＭＯ※における農家民泊、体験ツアー等の開催　　
●　学校跡地等の利活用

行政に頼らないソーシャルビジネスの
創出及び地域の循環型経済の構築

　基本目標４『時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する』
幻 弦験験験験験験験験験験験

●　民間企業、各団体、行政等で組織する協議会の設立
●　環境の保全・再生、賢明な利用、交流・学習の推進
●　周辺地域の観光・地域振興・地域経済活性化施策の推進

ラムサール条約登録湿地涸沼における
鉾田市及び大洗町との連携

●　茨城県央地域定住自立圏に関する事業（水戸市及び構成
市町村で調整中）茨城県央地域定住自立圏

茨城町人口ビジョン及び茨城町まち・ひと・しごと創生総合戦略は、茨城町公式ホームページにて公開しております。
※ＤＭＯ…地域全体の観光マネジメントを一本化する地域主導型観光プラットフォームを指します。

　地域の絆の中で人々が心豊かに生活できる
安全・安心な環境の確保に向けた取組を支援
するとともに、地域の特性に即した地域の課題
解決と活性化に取り組んでいきます。

　本町への新しい人の流れをつ
くるため、しごとの創生を図りつ
つ、町内での就労を促すととも
に、本町内外の有用な人材を積
極的に確保・育成し、本町への
移住・定着を促進するための仕
組みを整備します。くらしの環
境を心配することなく、本町で
のしごとにチャレンジでき、安心
して子どもを産み育てられるよ
う、結婚から妊娠・出産・子育
てまで、切れ目のない支援を実
現します。

　本町に根付いたサービス産
業の活力、生産性の向上、雇用
のミスマッチに対する経済の状
況や変動に応じた円滑な対応な
ど、『雇用の質』の確保・向上
に注力します。また、地域経済
に新たな付加価値を生み出す
核となる起業の支援、企業の地
方移転、新たな雇用創出につな
がる事業承継の円滑化、地域産
業の活性化等に取り組み、将来
に向けて安定的な『雇用の量』
の確保・拡大を実現します。

恐

況

挟

狭

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教

茨城町人口ビジョン及び茨城町まち・ひと茨城町人口ビジョン及び茨城町まち・ひと

茨
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

【
基
本
的
な
考
え
方
】

　
地
方
創
生
は
、「
ひ
と
」
が
中
心
で
あ
り
、「
ひ
と
」
を

つ
く
り
、
そ
の
「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」
を
つ
く
り
、

「
ま
ち
」
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
現

在
の
課
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
重
要
と
な
っ
て
く
る
の

が
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
（
悪
循
環
の
連
鎖
）
に
歯
止
め
を

か
け
、
好
循
環
を
確
立
す
る
施
策
・
取
組
の
実
施
で
す
。

悪
循
環
を
断
ち
切
る
に
は
、
本
町
に
、「
し
ご
と
」
が

「
ひ
と
」
を
呼
び
、「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」
を
呼
び
込
む

好
循
環
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
本
町
へ
の
新
た
な
人
の

流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
、
そ
の
好
循
環
を
支
え
る
「
ま

ち
」
に
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

恐

況
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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
平
成
　
年
に
発
表
し
た「
日
本
の
将

24

来
推
計
人
口
」
に
よ
る
と
、
日
本
の
総

人
口
は
、
平
成
　
年
に
は
8
，
6
7
4

72

万
人
ま
で
減
少
す
る
と
推
測
さ
れ
て

お
り
、
本
町
で
も
、
2
0
，
8
0
2
人

ま
で
人
口
減
少
が
進
む
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国

で
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

人
口
の
減
少
歯
止
め
、
東
京
圏
へ
の

過
度
の
人
口
集
中
の
是
正
を
目
的
と

す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
で
は
、

国
民
一
人
一
人
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、

潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し

て
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を

形
成
す
る
こ
と
、
地
域
社
会
を
担
う

個
性
豊
か
で
多
様
な
人
材
の
確
保
及

び
地
域
に
お
け
る
魅
力
あ
る
多
様
な

就
業
の
機
会
を
創
出
し
て
い
く
こ
と

を
定
め
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
第
　
条
に
基
づ
き
、
茨
城
町

１０

に
お
け
る
人
口
の
現
状
を
分
析
し
、

今
後
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人

口
の
将
来
展
望
を
示
す
茨
城
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
を
維
持
す

る
た
め
の
効
果
的
な
地
方
創
生
の
施

策
を
実
行
す
る
た
め
に
、
茨
城
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
本
町
は
、
県
都
水
戸
市
に
隣
接
し
、

茨
城
空
港
に
ア
ク
セ
ス
す
る
東
関
東

自
動
車
道
水
戸
線
や
北
関
東
自
動
車

道
等
の
広
域
連
絡
機
能
が
確
保
さ
れ
、

さ
ら
に
茨
城
空
港
や
重
要
港
湾
で
あ

る
茨
城
港
と
も
隣
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
陸
・
海
・
空
の
広
域
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
県
内
外
や
、

国
内
外
と
の
連
絡
機
能
が
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H27年　33,683人
茨城町の人口推計茨城町の人口推計茨城町の人口推計茨城町の人口推計茨城町の人口推計

H42年　29,989人

H72年　20,802人

平成72年に
26,500人程度の
人口確保を目指します。

45年間で
－12,881人！
45年間で

－12,881人！
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・しごと創生総合戦略を策定しました・しごと創生総合戦略を策定しました
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■国要望
　４市町における今後のごみ処理広域化事業について着実に推進していけるよう、国からの安定継続した財
政支援を求める要望を行いました。（要望日H28.3.24）

４市町長及び正副管理者（管理者：石岡市長 
今泉 文彦、副管理者：小美玉市長 島田 穣一、
かすみがうら市長 坪井  透、茨城町長 小林 
宣夫）
構成市町議会代表（組合議長及び石岡市議会
代表：山本 進、組合副議長及び小美玉市議会
代表：荒川 一秀、かすみがうら市議会代表：
岡崎 勉、茨城町議会代表：久保田 良一）

地元選出の丹羽 雄哉 衆議院議員とともに、丸川珠代 環境大臣（↑）
窓木毅復興大臣（↓）に要望書を提出

地元選出の額賀福志郎（写真中央）、丹羽雄哉、
両衆議院議員に要望書を提出

■パブリックコメント結果
　本基本構想の策定に際し、パブリックコメントを実施し、23名の方（石岡市民11名、かすみがうら市民７
名、茨城町民５名）から意見の提出をいただきました。特に多く寄せられたご意見内容に対する考え方をお
知らせします。

組合の考え方（回答）特に多く寄せられた意見内容

　これまで当地域ではごみ処理施設の設置管理について、経済
合理性等を踏まえ、周辺市町が共同で行ってきましたが、現在、
管内の現施設は設置から20年以上が経過し、施設更新を検討し
なければならない時期を迎えつつあり、一部の市では複数の処
理施設に係る経費を二重に負担している状況にあります。
　国の財政支援制度を踏まえると、管内施設を整理統合し、広
域処理を行う方が更新費用や維持管理経費を大きく減らすこと
ができます。

新処理施設の建設是非について
・既存の処理施設を長寿命化するな
どの有効活用策を模索すべき。大
型処理施設建設は本当に必要か。

　ごみ処理広域化を進める際にも、４市町が協調して３Rに取
り組むこととしています。
　さらに焼却等により発生するエネルギーを利用し、発電など
に有効活用することが可能になります。

３Ｒ（ごみ発生抑制・資源化・減量
化）について
・広域処理施設整備は不要なごみ集
めにつながり、ごみの資源化減量
化に逆行する。
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【問合せ先】霞台厚生施設組合　建設計画課　☎0299－56－7773
　　　　　　茨城町みどり環境課　　　　　　☎029－240－7135（直通）
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ごみ処理広域化の取組等に関して、広報紙や区長会総会等で周知H27年４月～５月

ごみ処理広域化講演会を開催（講師：全国都市清掃会議 技術部荒井部長）H27年７月26日

地元住民等を対象に事前説明会等を開催H27年７月～８月

住民アンケートを実施（各構成市町住民３千人を対象）H27年７月～８月

地元住民等を対象にした先進地視察を実施H27年１０月３日

基本構想中間報告（案）策定に係る説明会等を開催H27年１０月～１１月

基本構想最終案のパブリックコメントを実施H28年１月～２月

　このたび、霞台厚生施設組合を事業主体として、石岡市、小美玉市、かすみがうら市、茨城町の４市町の
ごみ処理広域化を進めるため、その基本方針や事業概要等をまとめた、一般廃棄物処理施設整備基本構想を
策定しました。

■広報広聴活動
　ごみ処理広域化では、既存３処理施設を一つに集約することを柱とし、これまでのごみ処理体制からの転換を図
るものであるため、住民生活への影響等を勘案し、広報紙等による周知啓発活動のほか、アンケート、説明会、パブ
リックコメントを通じて、ごみ処理に関する住民及び利用者等のニーズの実態把握に努めてきました。

■今後の事業計画
　今後の事業推進に向けましては、本構想や構想策定に際して得られたご意見等を踏まえ、地域住民の負担
軽減が図られ、少子高齢、人口減少の社会 趨 勢においても、住民生活に欠かせない社会基盤である一般廃棄

すう

物処理の安定した事業展開が図られるよう着実な事業進展を目指していきます。

　平成28年度 施設基本計画及び周辺環境整備計画の検討
  測量及び調査等、事業者選定事前準備
　平成29年度 事業者選定及び詳細設計
　平成30年度 新処理施設整備着工（～平成32年度）
　平成33年度 新処理施設供用開始

霞台厚生施設組合ウェブサイトを作成しました。これまでの事業経過及び成果、また、今後の事業進捗につ
いて、当組合ウェブサイトに詳しく掲載いたしますので是非ご覧ください。
http://kasumidai.or.jp/
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茨城町選挙管理委員会からのお知らせ

選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ががががががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししし選挙管理委員会委員が決定しましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　平成28年第１回茨城町議会定例会において、平成28年３月24日任期満了に伴う茨城町選挙管理委員会委
員の改選が行われました。
　委員長選挙の結果、新しい選挙管理委員会委員が下記のとおり決定しました。
　茨城町の公正・公平で明るい選挙の実現に向けて、より一層の活躍を期待します！

氏　　　名役　職

小橋　　進　（鳥羽田）委　員　長

入之内　勇　（前　田）委員長代理

海老沢　衛　（駒　場）委　　　員

宮部　忠男　（中石崎）委　　　員 明るい選挙のキャラクター

「めいすいくん」

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

　
全
国
的
に
後
を
絶
た
な
い
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
。
茨
城
県
内
で
も
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、

県
内
全
域
に
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
多
発
警
報
」
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
町
で

も
被
害
が
で
て
い
ま
す
。
自
分
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
も
う
一
度
ご
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

【問合せ先】茨城町選挙管理委員会事務局（総務部総務課内）　☎029－240－7125（直通）

　
家
族
や
公
的
機
関
を
名
乗
る
電
話
や
「
あ
な
た
だ
け
に
特
別
な
話
が
あ
る
」
な
ど
の
電

話
で
『
お
金
の
話
』
が
出
た
時
に
は
、『
詐
欺
！
』
だ
と
疑
い
、
す
ぐ
に
家
族
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
切
な
財
産
を
守
る
の
は
自
分
自
身
で
す
。「
私
は
、
絶
対
に
騙
さ
れ
な
い
し
、
お
金
も

な
い
か
ら
そ
ん
な
電
話
は
か
か
っ
て
こ
な
い
」
な
ど
と
思
わ
ず
、
私
た
ち
は
常
に
様
々
な

悪
質
商
法
に
狙
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
２
９
（
2
9
1
）
１
6
9
0
（
直
通
）

注意!注意!
オ
レ
オ
レ
詐
欺

◎
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
！

◎
会
社
の
お
金
を
使
い
込
ん
だ
！

◎
今
日
中
に
お
金
を
払
わ
な
い

と
会
社
を
首
に
な
る
！

　
な
ど

還
付
金
詐
欺

◎
医
療
費
を
返
金
し
ま
す
。

◎
税
金
の
還
付
金
が
あ
る
。

　
な
ど

架
空
請
求
詐
欺

◎「
無
料
」と
書
い
て
あ
る
サ
イ

ト
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で

「
登
録
」さ
れ
、
料
金
を
請
求

さ
れ
た
。

　
な
ど

嬉

幾

岐

忌

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

対
処
法

　
狙
わ
れ
る
の
は
平
日
の
昼
間
、
一
人
で

趣
首

酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒

い
る
こ
と
が
多
い
高
齢
者
で
す
。

趣
首

酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒
酒

☆
で
き
る
だ
け
留
守
番
電
話
に
し
て
お
く
。

◆
犯
人
は
、
自
分
の
声
を
残
し
た
り
す

る
『
証
拠
を
残
す
』
こ
と
を
嫌
い
ま
す
。

☆
電
話
を
か
け
て
き
た
相
手
の
電
話
番
号

が
分
か
る
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
機

能
を
使
う
。

☆
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
も
、

必
ず
元
の
電
話
に
か
け
る
。

☆
家
族
間
で『
合
言
葉
』を
決
め
て
お
く
。

◆
家
族
に
し
か
分
か
ら
な
い
合
言
葉
を

決
め
て
お
く
。

定
期
的
に
変
更
す
る
。
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○総務省と経済産業省は、平成28年６月１日現在で、「平成28年経済センサス－活動調査」を実施
します。この調査は、事業所・企業の経済活動の状況を全国的・地域別に明らかにすることを目
的としています。

○「平成28年経済センサス－活動調査」は、「統計法」という法律に基づく重要な統計調査で、全国
のすべての事業所及び企業が対象になります。

○調査の結果は、国及び地方公共団体における行政施策の立案や、民間企業における経営計画の策
定など、社会経済の発展を支える基礎資料として広く活用されています。

○調査関係者が調査内容を他にもらすことや、調査内容を「統計法」に規定されている利用目的以
外（税金の徴収など）に使うことは、固く禁じられています。

○紙の調査票にご記入いただき、調査員に提出することもできますが、簡単・便利なインターネッ
トでの回答を推奨しています。

皆様の調査へのご理解・ご回答をよろしくお願いいたします。

【問合せ先】企画政策課　☎029－215－8003（直通）

総務省・経済産業省・茨城県・茨城町

　平成27年10月1日時点で実施した国勢調査の速報値が、総務省統計局から発表されましたのでお知らせい
たします。調査にご協力いただき、ありがとうございました。

【速報結果】
　人　口　32,930人（速報値）
　世帯数　11,354世帯（速報値）

【前回結果との比較（平成27年10月1日現在）】

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成222222222222222222222222222222777777777777777777777777777777年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査のののののののののののののののののののののののののののののの速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値がががががががががががががががががががががががががががががが公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表さささささささささささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれまままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししし平成27年国勢調査の速報値が公表されましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた平成27年国勢調査の速報値が公表されまし平成27年国勢調査の速報値が公表されましたた

増減率
平成22～27年

増減数
平成22～27年

平成22年
（確報値）

平成27年
（速報値）項　　　目

－4.6％－1,583人34,513人32,930人総　数

人　口 －4.6％－787人17,018人16,231人男

－4.5％－796人17,495人16,699人女

1.5％167世帯11,187世帯11,354世帯世　帯　数

－6.1％－0.19人3.09人2.90人１世帯当たり人員

（注意）この数値は速報値であり、後日、総務省が公表する確報値と異なる場合があります。

【インターネット回答世帯数及び回答率】
　インターネット回答世帯数　3,960世帯（うちスマートフォン　1,534世帯）
　インターネット回答率　　　　　34.9％（うちスマートフォン　13.5％）

皆様からいただいた貴重なデータは、高齢者の介護・医療、若者の雇用対策、児童福祉、地域の活性化など、
私たちの暮らしのさまざまな分野で活用されます。

【問合せ先】企画政策課　☎029－215－8003（直通）

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成222222222222222222222222222222888888888888888888888888888888年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経平成28年 経済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンサササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススセンサス--------------------------------------------------------------活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査をををををををををををををををををををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施ししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままま動調査を実施しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす平成28年 経済センサ平成28年 経済センサスス--活活動調査を実施します動調査を実施します平成28年
６月１日

選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ががががががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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